
　
子
ど
も
郷
土
研
究
は
、調
査
、研
究
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、郷
土「
つ

ち
う
ら
」へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
12
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
省
略
）

作
品
は
２
月
15
日
㈰
ま
で
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（
☎
８
２
６
・
７
１
１
１
）

第
38
回　

子
ど
も
郷
土
研
究
最
優
秀
作
品

◉
研
究
の
動
機
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

私
た
ち
は
、
小
学
六
年
生
の
時
に
現
在
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
一
般
の
人
の
名
前
を
調

べ
、
そ
の
時
の
流
行
や
時
代
背
景
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
時
に

沼ぬ
ま
じ
り
ぼ
く
せ
ん

尻
墨
僊
の
開
い
て
い
た
私
塾
の
入
門
姓
名

録
の
存
在
を
知
り
、
女
性
の
名
前
を
調
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
男
性
の
名
前
も
調
べ
た
い
と

思
い
、
も
う
一
度
郷
土
研
究
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

◉
研
究
の
方
法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
入

に
ゅ
う
も
ん
せ
い
め
い
ろ
く

門
姓
名
録
の
図
書
資
料
を
調
べ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り
、
博
物

館
へ
行
っ
た
り
し
て
調
べ
、
表
計
算
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
分
類
す
る
。

・
前
回
の
郷
土
研
究
で
ま
と
め
た
内
容
と
比

較
す
る
。

・
江
戸
時
代
の
学
校
と
現
代
の
学
校
に
つ
い

て
調
べ
、
比
較
す
る
。

・
沼
尻
墨
僊
ゆ
か
り
の
地
に
行
き
調
べ
る
。

多
く
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
○
太
郎
や
○
次
郎
な
ど
、
生

ま
れ
た
順
番
を
表
す
も
の
も
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
○
松
は
い
つ
も
緑
の

松
の
よ
う
に
元
気
な
子
に
、
○
蔵
は
蔵
を
建

て
ら
れ
る
く
ら
い
裕
福
な
子
に
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

　

前
回
調
べ
た
、
入

門
姓
名
録
の
時
代
に

近
い
元
文
年
中
の
大

人
の
名
前
と
比
較
し

て
み
ま
す
。
大
人
で

よ
く
見
ら
れ
た
○
兵

衛
や
○
右
衛
門
と
い

う
名
前
は
、
入
門
生

の
名
前
に
は
な
く
、

当
時
の
大
人
と
子
ど

も
の
名
前
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

②
名
前
の
前
半
部
分

か
ら

　

多
く
使
わ
れ
て
い

る
順
に
吉
、
徳
、
金
、

亀
、
豊
、
文
、
松
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

名
前
の
前
半
部
分
に

は
、
縁
起
の
良
い
も

の（
菊
、
竹
、
松
な

ど
）、
干
支
や
動
物

（
子
、
丑
、
寅
、
鹿
、

熊
な
ど
）、
作
物
や

稔
り
を
感
じ
さ
せ
る

も
の（
米
、
茂
な
ど
）、
財
力
を
感
じ
る
も

の（
金
、
富
な
ど)

、
頑
丈
な
感
じ
の
も
の

（
岩
、
鉄
、
峰
）な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は

り
、
健
や
か
に
そ
だ
っ
て
ほ
し
い
、
丈
夫
に

そ
だ
っ
て
、
豊
か
な
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
、
親
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

土
浦
第
五
中
学
校　

二
年　

佐
藤 

菜
生
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤 

理
紗
子

◉
研
究
の
内
容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
１
】入
門
姓
名
録
に
つ
い
て

　

入
門
姓
名
録
は
、
沼
尻
墨
僊
の
塾
に
入
門

し
た
生
徒
の
名
前
を
入
門
し
た
順
に
記
録
し

た
も
の
で
す
。

【
２
】表
計
算
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
の
分
類

　

入
門
姓
名
録
に
書
か
れ
て
い
る
内
容(

入

門
年
月
、出
身
地
、保
護
者
名
、苗
字
、屋
号
、

保
護
者
の
職
業
、
名
前（
前
半
・
後
半
部
分
）、

入
門
時
の
年
齢
な
ど
）を
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち

込
み
ま
し
た
。
出
身
地
は
現
在
の
ど
こ
な
の

か
、
地
名
か
屋
号
か
な
ど
、
打
ち
込
む
う
ち

に
疑
問
点
は
増
え
ま
し
た
。

【
３
】入
門
生
の
名
前
に
つ
い
て

①
名
前
の
後
半
部
分
か
ら

　

例
え
ば
、
名
前
の「
金
二
郎
」部
分
を
前
半

部
分
の「
金
」と
後
半
部
分
の「
二
郎
」に
分
け

ま
す
。

　

名
前
の
後
半
部
分
は
「
吉
」が
多
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
子
に
吉（
良
い
こ
と
）

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
親
の
願
い
か
ら
、

昔
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
名
前
調
査
隊
Ⅱ

～
入
門
姓
名
録
か
ら
時
代
を
読
む
～

問

名前の前半部分の由来 名前の後半部分ランキング
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③
家い

え
じ
る
し
印
に
つ
い
て

　
「
土
浦
市
史
民
俗
編
」に
よ
る
と
、「
家
印

は
、
家
ご
と
に
所
有
を
あ
ら
わ
す
標
識
す
な

わ
ち
占
有
標
の
一
つ
で
家
財
を
対
象
と
し
家

具
、
農
機
具
、
下
駄
、
そ
の
他
の
諸
道
具
な

ど
に
墨
書
を
し
た
り
、
刻
印
、
焼
印
の
類
を

押
し
た
り
し
た
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

入
門
姓
名
録
に
は
十
種
類
の
家
印
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

④
屋や

ご
う号
に
つ
い
て

　

入
門
姓
名
録
に
は
、
屋
号
と
思
わ
れ
る
も

の
が
１
１
８
種
類
書
か
れ
て
い
ま
す
。
共
通

点
か
ら
、
縁
起
物
、
国
名
、
州
名
、
地
名
、

神
仏
、
職
業
、
数
字
、
そ
の
他
に
仲
間
分
け

し
ま
し
た
。

⑤　

二
だ
い
だ
い

御
神
楽
奉
納
額
と
の
比
較

　

そ
の
額
は
真
鍋
の
八
坂
神
社
に
嘉
永
６

（
１
８
５
３
）年
に
奉
納
さ
れ
、
入
門
姓
名
録

の
書
か
れ
た
時
代
と
も
重
な
り
ま
す
。
比
べ

る
と
、
い
く
つ
か
名
前
が
一
致
し
ま
し
た
。

額
を
奉
納
で
き
る
ぐ
ら
い
な
の
で
、
家
も
あ

る
程
度
は
経
済
的
に
余
裕
が
あ
り
、
沼
尻
墨

僊
の
塾
へ
も
通
わ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

⑥
保
護
者
の
職
業
か
ら

　

保
護
者
の
職
業
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
油
職
人
、

角す
も
う力
、
鍛
冶
、
神
職
、
神
主
、
左
官
、
大
工
、

馬ば
く
ろ
う喰
、
船
大
工
、
名
主
な
ど
の
記
載
が
あ
り

ま
し
た
。
中
で
も
大
工
が
多
か
っ
た
で
す
。

こ
の
時
代
に
な
る
と
教
育
に
関
心
を
も
つ
人

が
増
え
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

⑦
出
身
地
か
ら

　

出
身
地
は
、
北
は
水
戸
市
、
東
は
鉾
田

市
、
西
は
古
河
市
、
南
は
千
葉
県
の
香
取
市

と
い
う
広
い
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

⑧
年
齢
、
入
門
年
齢
の
違
い

　

入
門
す
る
決
ま
っ
た
年
齢
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
最
も
小
さ
く
て
５
歳
、
大
き
く
て

18
歳
、
多
い
の
は
７
歳
で
し
た
。

⑨
入
門
す
る
日

　

現
在
は
４
月
初
め
で
す
が
、
入
門
し
た
日

は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
年
の
終
わ
り
に
近
い
11

月
と
12
月
、
年
の
始
ま
り
の
１
月
と
２
月
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

⑩
年
別
入
門
者
数

　

入
門
姓
名
録
に
は
、
享
和
３（
１
８
０
３
）

年
か
ら
安
政
３（
１
８
５
６
）年

ま
で
の
入
門
者
の
名
前
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
年
に
よ
り
入
門

者
数
が
違
っ
て
い
ま
す
。

【
４
】江
戸
時
代
の
学
校
に
つ
い

て
　

江
戸
時
代
の
武
家
の
教
育
機

関
が「
藩
校
」、
庶
民
の
教
育
機

関
が「
寺
子
屋
」で
す
。
藩
校
と

寺
子
屋
の
ほ
か
に
も
郷
校
や
私

塾
な
ど
が
あ
り
、
墨
僊
は
寺
子

屋
で
は
な
く
私
塾
と
し
て「
時じ

習し
ゅ
う
さ
い
齊
」、
の
ち
に「
天て

ん
し
ょ
う
ど
う

章
堂
」と

名
付
け
ま
し
た
。

【
５
】沼
尻
墨
僊
ゆ
か
り
の
場
所

　
「
中
城
周
辺
ぶ
ら
り
歩
き
地

図
」を
見
な
が
ら
、
沼
尻
墨
僊

の
塾
の
あ
っ
た
場
所
や
お
墓
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。

◉
ま
と
め
と
感
想
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

前
回
の
調
査
で
土
浦
で
も
土
浦
藩
に
お
金

を
貸
す
ほ
ど
裕
福
な
商
人
が
現
れ
て
き
ま
し

た
。
土
浦
が
城
下
町
と
し
て
、
商
人
の
町
と

し
て
に
ぎ
わ
い
を
増
す

に
従
っ
て
、
生
活
に
も

余
裕
が
で
き
、
実
用
的

な
知
識
を
身
に
付
け
る

場
と
し
て
こ
の
よ
う
な

塾
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
で
は
、
入

門
姓
名
録
を
き
っ
か
け

に
次
々
に
疑
問
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
だ

調
べ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

■最優秀賞

昔へタイムスリップ！名前調査隊Ⅱ
～入門姓名録から時代を読む～ 土 浦 五 中（２年） 佐藤菜

な お か
生花

佐藤理
り さ こ
紗子

■優秀賞
ぼくの通学路も通っていた！？
～土浦を通った大名行列～ 真 鍋 小（６年） 大山　颯

そうすけ
介

すずりと土浦文字文化 荒 川 沖 小（６年） 矢花　瑞
みずほ
帆

土浦市沖宿町の歴史　文化財　年中行事 上大津東小（４年） 山口　優
ゆういち
一

桜と地名から土浦を知る 右 籾 小
（６年）
（４年）

沼尻　奈
な な
々

沼尻　泰
たいき
輝

■優良賞

進め！歴史ある帆引き船 土 浦 小（４年）
栗原　佐

さ わ
和

木村　愛
あいり
梨

菊地　郁
いくほ
帆

わたしの住んでいる山ノ荘の宝物 山 ノ 荘 小（３年） 黒澤枝
え り こ
里子

ぼくの街の「足」 土 浦 四 中（２年） 吉岡　朋
あきら
良

石仏に込められた願い 土 浦 五 中（２年） 萩原　雄
ゆうた
太

■努力賞
江戸時代の城と庭園と隠居
～亀城公園と偕楽園と西山荘を歩いて～ 荒 川 沖 小（５年） 塩谷　若

わ か な

菜

土浦の歴史的な建造物 菅 谷 小（５年） 中山　花
は な
菜

萩原　七
なつみ
海

平和のための自衛隊 土 浦 四 中（２年）

樽見　悠
はると
斗

小松崎龍
りゅうが
我

生井沢一
かずき
樹

木村　龍
りゅうじ
治

田中　謙
けんじ
治

■学校賞／土浦第五中学校
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第38回　子ども郷土研究最優秀作品


